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【附属機関名称】会議概要 

会 議 名 足立区成年後見制度審査会（令和３年度第２回） 

事 務 局 足立区福祉部高齢者施策推進室高齢福祉課権利擁護推進係 

開催年月日 令和３年 ９月９日（木） 

開 催 時 間 １４時３１分 開会 ～ １６時０１分 閉会 

開 催 場 所 南館１２階 １２０５Ａ・Ｂ会議室 

出 席 者 

（委員） 

八杖会長、矢頭副会長、大輪委員、髙木委員 

（職員） 

高齢福祉課：宮本高齢福祉課長、関根権利擁護推進係長、 

檜山高齢援護係長 

福祉管理課：千ヶ崎福祉管理課長 

障がい福祉課：日吉障がい援護担当課長 

障がい福祉センター：高橋障がい福祉センター所長 

西部福祉課：高野西部福祉課長 

障がい福祉課：二見障がい施策推進担当係長 

       小川虐待防止・権利擁護担当係長 

生活保護指導課：北村適正化推進係長 

中央本町地域・保健総合支援課：田口精神保健担当係長 

足立区社会福祉協議会：佐藤福祉事業部長 

山本権利擁護センターあだち課長 

欠 席 者 
中央本町地域・保健総合支援課：田口中央本町地域・保健総合支援課長 

足立区社会福祉協議会：和田地域福祉部長 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
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（審議経過） 

○宮本高齢福祉課長 

 全員おそろいになりましたので、ただい

まから令和３年度第２回足立区成年後見制

度審査会を開会いたします。 

 本日は大変お忙しいところ、また、緊急

事態宣言発令中にもかかわらず、お集まり

をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 審議に先立ちまして、資料を確認いたし

ます。本日、席上に配付した資料でござい

ますが、次の６点になります。まず１点目

は、次第でございます。２点目、名簿でご

ざいます。３点目は席次表でございます。

４点目、議事資料のつづりでございます。

５点目は、参考資料のつづりでございま

す。６点目、個別案件資料のつづりでござ

います。そして、机上で配付させていただ

きました集計表が添付されております。 

 不足している資料がございましたら、事

務局がお持ちいたします。いかがでしょう

か。よろしいですか。 

 それでは、議事に入っていきたいと思い

ますが、まず、本日の出席委員数を報告い

たします。委員定数４名のところ、出席委

員数４名でございますので、条例第６条第

２項に基づき、本日の審査会が成立してい

ることを報告いたします。 

 なお、議事録作成のため、本日の質疑は

録音させていただきます。御了承くださ

い。また発言の際には、最初にお名前を述

べてから発言をお願いいたします。御協力

のほどよろしくお願いいたします。 

 これ以降の進行につきましては、八杖会

長にお願いをいたします。 

○八杖会長 

 皆さん、こんにちは。本日もどうぞよろ

しくお願いします。 

 最初に、本日の議事録の署名人を指名さ

せていただきたいと思います。本日の議事

録署名人は、大輪委員と髙木委員にお願い

したいと思いますが、よろしいでしょう

か。どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、次第に従いまして、議事を進

めたいと思います。まず議題（１）、令和

３年度成年後見制度利用促進事業実施計画

および実施状況（７・８月分）について、

事務局から御説明をお願いします。 

○関根権利擁護推進係長 

 権利擁護推進係の関根です。よろしくお

願いいたします。 

 議事資料の２ページ、３ページをお開き

ください。前回、７月７日に同審査会を行

ってから約２か月というところで、７月・

８月の囲みの部分を中心に御説明させてい

ただきます。 

 ４回目の緊急事態宣言の発令により、い

ろいろなイベントや講座などが中止とな

り、計画どおりにならないところも間々あ

りますけれども、権利擁護支援に必要プロ

セスないしはその実施に関しては、最小限

の部分以上のものが出来ているかと思いま

す。 

 議事資料を開きまして、４ページ目で

す。こちらの太く囲んでいる部分が前回か

ら追加した７・８月分のデータでございま

す。下の審判件数の内訳に移りますと、高

齢が２２件になりまして、知的障がいの案

件が４件、精神障がいの案件が０件という

形で、若干伸び率が低くなっております。 

 右側５ページに、考察という形でデータ

を作成させていただきました。区長申立て

件数の推移ですが、前回５年分の提示だっ

たので、二、三年微減しているような形に

なってしまいましたが、１０年ベースで見

ますと、若干緩やかな上昇傾向にあると言
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えます。 

区長申立ての割合を比較するに当たりま

して、その下のところになりますけれど

も、最高裁判所が出している申立人と本人

との関係別件数の中で、全国的に首長の割

合というのは２３.９％と多くなってきてい

る中で、足立区の区長申立ての割合はどれ

ぐらいかという話になりますと、申立て件

数が２４０件中、区長申立てが６５件で、

２７.０８％。東京都全体の首長申立ての割

合が２７.０１％なので、都市部にある傾向

との乖離もほぼなく、足立区も御多分に漏

れず、２５％以上が区長申立ての割合であ

るということを御報告させていただきま

す。 

 前年度同時期との比較になりますが、審

査会の検討件数といたしましては、令和３

年は、４月から８月までに１９件です。昨

年は７月に１３件、区長申立て審査会の件

数があったので、イレギュラーに多いとこ

ろはあるのですけれども、最近は少し件数

が減っている傾向にあるのかなと思いま

す。 

 対して、区長申立ての申立日における件

数に関しましては、本年度４月に１１件申

立てをしたというのがありまして、昨年度

からの持ち越し分、２月や３月に検討した

部分がその辺りに反映される形で、前年ベ

ースより若干微増という形で２５件。区長

申立ての審判件数に関しましては２６件

で、先ほどの左のページの左下のとこで

す。 

 令和３年度の４月から８月の審査会の検

討件数のうち、高齢は１５件、左のページ

の一番上の表の合計のところですが、１５

件のうち、世帯内訳は、単身世帯は９件と

家族世帯６件で、事由では支援者不在のケ

ースが１３件と虐待のケースが２件という

扱いでございました。７、８月に、困難事

例検討会、区長申立て等審査会において、

区長申立ての検討をして、申立てないしは

審判という形になった数字でございます。 

 次からが、日々業務として、権利擁護セ

ンターあだちさんに委託しております法律

相談業務ですとか、ケアマネ向けの研修等

を行いました。そちらの報告を権利擁護セ

ンターあだちの山本課長からお願いいたし

ます。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 権利擁護センターあだちの山本と申しま

す。よろしくお願いします。 

 私からは、議事資料６ページから１１ペ

ージまでの説明をさせていただきたいと思

います。 

 まず、１つ目です。６ページの記載にあ

ります、昨年度より開始しております高齢

者・障がい者無料法律相談の７月・８月分

の実施結果を、概略を載せさせていただい

ています。 

 ７月１件、８月２件という形で相談受付

をいたしまして、まず７月の、「亡き夫の

不動産名義の変更における成年後見制度の

利用について」という相談について、概略

としては、お子さんが複数いらっしゃるお

一人が、知的障がいをお持ちの方、愛の手

帳もお持ちの方で、相続をする際に後見人

が必要かどうかというような内容の相談で

ございました。後見人は必要ですねという

ことで、特に売却するような場合について

も、障がいの子に後見人が必要になるとい

う御助言、アドバイスをいただいたという

ことになります。 

 ２件目。これは、少し虐待からのケース

ということであるんですけれども、同居す

る母への嫁からの虐待に伴う財産分与や離

婚協議といった部分になりますが、これも
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本当に、離婚の協議というところが多分相

談の主になる内容のものだったので、特に

そういった協議を続けながら、まとまらな

ければ弁護士に相談したり、調停を利用し

たりするということも考えられるというこ

とのアドバイスがありました。 

 ３件目です。これは独居の高齢者のケー

スで、不動産業者とリースバック契約を結

んだが、そのリースバック契約を結んだ不

動産業者に家賃を支払っていくと、収入よ

りも支出が多くなってしまうということ

で、生活が困難になる。自宅の買戻しをし

たいがどうしたらいいかということで御相

談がありました。 

 相談の概要を弁護士の先生に確認してい

ただいたところ、消費者契約法などによる

取消しは難しいと思われるということもあ

って、弁護士に入ってもらって交渉を続け

たほうがいいケースだろうというアドバイ

スとともに、この３件目については、弁護

士の受任調整という形で、担当していただ

いた弁護士の先生から御紹介をいただくと

いうことで、今推移しているところでござ

います。 

 ７月・８月の無料相談会の結果について

は以上のとおりとなります。 

 次に、７ページ目になりますが、今年度

のケアマネジャー向けの研修実施結果報告

ということで御報告させていただきたいと

思います。 

 日頃、最前線で高齢者と接する機会の多

いケアマネジャーさんに対して、成年後見

制度の基本的なところを解説させていただ

いて、そういった利用者さんがいらっしゃ

ったら、ぜひ相談につなげていただきたい

という趣旨の内容で研修を実施しました。 

 足立区内に存在する３００か所の居宅介

護支援事業所ですね。ケアマネジャーの事

務所に対して通知を出させていただいて、

結果１４０人ぐらいのお申込みをいただき

ました。今回は新型コロナウイルスの感染

拡大の影響もありまして、講師として弁護

士の小杉先生に来ていただいて、お話をい

ただいたんですが、そのお話ししていただ

いている様子をビデオで撮影させていただ

いて、ユーチューブの限定公開という形で

動画を配信して、それを視聴して受講にか

えさせていただくという内容で実施させて

いただきました。 

 動画の配信期間は、明日まで公開期間を

設定して配信しておりますが、昨日時点で

視聴件数が１００件少々で、お申込みされ

ている人数より少ないというところもある

ので、１週間程度、この動画の配信期間を

少し延長させていただき、併せてアンケー

トの提出もお願いしますということを周知

していく予定です。内容については、下に

書いてあるとおりとなっています。 

 次のページ、８ページ、９ページ目に移

ります。これは、毎年度実施しておりま

す、リーガルサポートさんと共催という形

での無料相談会を今年度も実施させていた

だきます。日時は１０月３０日、権利擁護

センターがあります北千住の千住庁舎で行

う予定となっています。 

 これは、今回提出させていただいている

のが、当日の開催の広報用のチラシという

ことで、関係各所に配布して周知を図ると

ともに、これは９月２５日号の「あだち広

報」にも同様の記事を掲載して、お申込み

を募る予定をしております。 

 最後、１０ページ、１１ページ目になり

ますが、これは、親族のための成年後見制

度講座ということで、親族後見人をこれか

ら受任したい、あるいは、もう既に受任し

ていますという方を対象に、後見人の業務
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についての説明や、実際にきちんと後見人

として活動されている方へのインタビュ

ー、活動報告のようなものも踏まえて、質

疑等の時間も含めて実施する予定となって

います。こちらは、司法書士の高野先生の

ほうに講師を御依頼させていただいて実施

する予定となっています。実施日時は、令

和３年１１月２９日となっています。 

 一応今後の直近の予定としては、今御報

告した内容となります。以上です。 

○八杖会長 

 では、御報告は以上ということでよろし

いでしょうか。 

 それでは、議題の（１）番の令和３年度

成年後見制度利用促進事業の実施の状況、

７月・８月分について御報告をいただきま

した。今の御報告につきまして、委員の先

生方から御質問や御意見などありましたら

お願いします。 

 まず、中止になった事業が多くあったと

の御報告がありましたが、この点について

何かお聞きしたいことなどございますか。

特によろしいですか。 

 続いては区長申立ての状況についての御

説明、御報告がございました。これについ

て御質問や御意見があったらお願いしたい

と思いますけれども、いかがでしょうか。 

 では、すみません、私から質問をさせて

ください。区長申立ての今年度上半期と言

っていいのでしょうか、半年分についての

御報告がありまして、昨年度と比べると若

干数が減っているけれど、１０年ベースで

見ると、それなりに増えてきているといっ

たお話がございました。 

 この区長申立ての件数は、取り扱ってい

る対応からして、適切な数字だと思われて

いるのか、それとも少ないと思われている

のか、その点について、もし御意見などが

ありましたら、少しお伺いしたいと思いま

す。まず、自治体からお願いできますか。 

○関根権利擁護推進係長 

 すみません。適切か不適切かということ

を、今、この場で即座に明言は出来ません

が、区長申立て審査会の前に前裁き会議と

して困難事例検討会というものを実施して

おります。そちらに上がってくる前にも、

地域のチーム支援のところ、各包括ですと

か、権利擁護センターあだちさんですと

か、高齢援護係とかで、虐待等について、

「チーム」でケース検討をした上で、困難

事例として上がってきて、その後、区長申

立て審査会にかけるという流れになってい

ます。その流れの中で拾い切れてないとは

感じてはいません。したがって、適切か不

適切かと言えば、適切な数字かと思いま

す。 

 そちらが滞っているなど問題になってい

るというようには聞いておりませんし、後

で社協さんからもお話があるかもしれませ

んが、相談件数がすごく減っていたり、結

びつきに何か支障を来していたりという報

告を受けておりませんので、適切かと思わ

れます。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。社協さんはどう

ですか。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 成年後見制度に関する相談というところ

で申し上げると、昨年度の緊急事態宣言が

１回目に出たときには、大分落ち込んで、

上半期は特に落ち込んではいましたが、そ

れ以降は、下半期にかけて従前の件数まで

回復してきました。 

 それに引き続き、今年度４月以降も、相

談の件数自体はそんなに減っているという

印象はなく、前年同様か、むしろ少し増え
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ているような状況となっているところがあ

ります。 

 ただ、この事例検討会に係る区長申立て

の案件件数が、確かに昨年の同時期に比べ

ると、かなり減っているような、数字から

見るとそういう状況にはなっているので、

具体的な分析というのは恐らく、地域包括

支援センターの関わりの仕方なども踏まえ

て分析をしていく必要があるかと思いま

す。 

成年後見制度の全体的な相談が落ち込ん

でいるかというと、そういった印象はない

ので、本人申立てであったり、御親族の申

立てというものの件数も増えているという

ような印象があったりするところです。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。ほかの自治体な

どを見ていますと、現場の声を拾い切れな

いというような実態があり、現場ではもっ

と成年後見制度につなぎたいという意識が

あるけれど、なかなか中核機関や自治体で

それが実現できないということも聞いてい

ますが、今のお話ですと、足立区は今のと

ころそういったことまではないのではない

かという、自治体も社協さんもそういった

御説明だったということでよろしいですか

ね。 

 ですから、もしそういう課題があるので

あれば、課題が何かということをもう少し

分析をしていただいて、それで課題を解消

していくような作業が必要になってくるか

と思うのですが、今のところ、具体的な分

析はあまり進んではいないとのことだった

ので、明確にこれが課題だと認識できてい

るものは特にないということでよろしいの

でしょうか。 

 ちなみに、保健福祉計画で、首長申立て

の件数についての目標値を毎年設定されて

いたかと思いますけれど、令和３年度の目

標値は何件になったのでしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 高齢者保健福祉計画で、目標値を定める

ことが良いのか悪いのかについては、ここ

では議論しませんが、９０件ということで

今年度の目標を掲げております。 

 ただ、この区長申立てというのは、先ほ

ども申し上げたとおり、困難事例からつな

がるケースが多いので、虐待であったり、

支援者不在であったり、ある種セーフティ

ーネット的なところの意味合いが強いとこ

ろがあります。したがって、この数字設

定、来年度、高齢者保健福祉計画の中間見

直しなどあると思いますけれども、それを

考える際にも、今回減っているというの

か、本来の適切な数字になってきているの

か、ということに関しては考慮する必要が

あるとは思っております。 

 そのため、９０件には至らないかとは思

うのですが、虐待などの困難なケースが減

っても、足立区の成年後見の利用件数は、

２３区の人口５位に対して４位というの

は、恐らく変わらないと思いますので、利

用件数が激減しているということはないと

思います。それを踏まえて区長申立ての件

数が逓減しているというのは、ある種、数

値を修正していく上でのエビデンスにはな

ってくるのかなとは私は思っております。 

 今回、データ化して提示はできませんで

したが、審判請求費用助成の前年同月まで

の割合ですと、今回４ページの表の下の

「合計」という大きな囲みのところの

（３）の「審判請求費用助成の決定日ベー

ス」で見ると、本年は９件なんですけれど

も、昨年度同時期のベースだと１件でし

た。 

 報酬費用助成も、今年は２１件ですが、
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同じベースで見ますと１８件でしたので、

そういう助成制度の利用、審判請求費用助

成ですとか報酬費用助成の件数は上がって

きてはいます。 

 以上です。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。今までの議論

で、委員の先生方から何かコメント等があ

ったらお願いしたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

 この首長申立の件数の目標値はどんどん

上がっていくんですよね。 

○関根権利擁護推進係長 

 そうですね。３年後には１１０件になる

ように設定されています。 

 それは、自治体としていいのか悪いのか

というのは、また改めて考え直す必要があ

るかと思います。足立区では計画に目標値

というのを載せるので、増えていくのがい

いのか悪いのかは別として、目標値という

形で、一応逓増するような形での目標設定

はされていますので。 

○二見障がい施策推進担当係長 

 すみません。障がい福祉課の二見です。

第６期の障がい福祉計画のほうでは、障が

い者のほうの成年後見人制度の推進という

ことで、首長申立ては、令和３年度から令

和５年度まで毎年１０名という目標値を持

っております。 

 以上です。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。そうすると、障

がいのほうは大体一定の人数で、高齢のほ

うはどんどん広げていこうというような今

の足立区の考え方になっているということ

なんですかね。 

○関根権利擁護推進係長 

 当初、高齢化率が高くなってくるに当た

っての、そうすると、必然的に区長申立て

も増えていくということで、上方目標みた

いな形にしているのかと思います。 

○矢頭副会長 

 いいですか。 

○八杖会長 

 矢頭委員、お願いします。 

○矢頭副会長 

 矢頭です。この精神障がい者の数字がま

だ今年度はゼロということなんですが、大

体例年、あまりそんなに数字が上がってな

いのかというところと、あと、実は私、別

の区で受任調整の会議に出ているんですけ

れども、実は足立区内の精神病院の建て替

えに伴う入院者が、別の施設だとか、そう

いったところに移動しなければいけないと

いう案件が複数出ていて、結構その辺の申

立て案件が上がってきているんですけれど

も、そういう意味で、足立区内病院だから

足立区に住所がある方が多いとも限らない

かもしれませんが、そのあたり、特段影響

ないのかどうかについて、お分かりになる

範囲でお答えいただければと思います。 

○八杖会長 

 よろしくお願いします。 

○田口精神保健担当係長 

 中央本町地域・保健総合支援課精神保健

係の田口です。お世話になっております。 

 今のお話ですと、精神病院の医療連携室

のワーカーさん等からは、精神保健係をは

じめ、保健センターのほうにいろいろな相

談を受けさせてもらっているんですけれど

も、特にその建て替え等で困っていて成年

後見制度をという話は、今のところは入っ

ておりません。確かに足立区には、精神科

の病床を持つ医療機関が多いので、他区か

らたくさん入院の方が入ってくるというの

はよく聞いておりますので、たまたま区外
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の方が何人かいらっしゃったのではないか

とも思いますが、そういう御相談があった

場合には、保健センターで、成年後見の話

が上がった場合には御相談を受けまして、

精神保健係にも来ますので、今のところ

は、そのお話はないですね。 

○八杖会長 

 ほか、ございますか。この議論のみを続

けるわけにもいかないのですが、今の議論

を聞いていて感じたことは、待っているだ

けではなくて、しっかりと拾えているかと

いうところをもう少し検討をしてもよろし

いのではないかと思ったのが一つですか

ね。 

 また、自治体で目標値を設定されて、そ

れを目指してやっていこうという計画です

ので、今の虐待の案件や困難な案件など、

そこがきちんと対応できているということ

であれば、それ以外のところに首長申立て

の範囲を広げて検討していく必要があると

いうことも考えていかなければいけないの

ではないかと思いました。 

 よく言われるのは、後でも議論になりま

すけれども、日本全国で問題となっている

区民後見人さんの受任案件がなかなか見つ

からないということに対して、首長申立て

をさらに活用して、区民後見人さんが受任

できるような案件についても、首長申立て

でやっていったらどうだろうかというよう

な意見が出ることがあります。ですから、

今の１００件や１１０件といった目標値を

考えていくのであれば、足立区として、そ

の首長申立ての活用や運用をどうしていく

のかということをしっかり中核機関でも議

論していただきたいと思いました。 

 この議題（１）は、以上のようにまとめ

させていただければと思いますけれども、

よろしいでしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 ありがとうございます。 

○八杖会長 

 もしほかに御意見などあれば、せっかく

ですからいただきますけれども、いかがで

すか。よろしいですか。どうぞ。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 権利擁護センターで、今、先生がおっし

ゃったような区民後見人さんに引き継いで

いくケースがございます。審判がおりた当

初は、まだ少し安定しない状況について

は、場合によっては法人後見という形で今

受任しているケースも何件かありますの

で、そういった形でお流ししていくケース

が数件、今、準備中で動いているところが

あります。 

 具体的に言うと、地域福祉権利擁護事業

で利用されていた契約者の方が、在宅が難

しくて施設に入居するというタイミングに

なっているケースが、今、２、３件ありま

して、そういったケースについて、来月、

法人後見に関する審査会が社協のほうであ

りますので、その審査会の中で承認をいた

だければ、法人後見という形で裁判所に申

立てをしていく流れとなっています。 

 そのケースについては、御本人申立てが

ちょっと難しいそうな状況なので、区長申

立ての審査会に諮りつつ、今、法人後見と

して受任して、同時に今検討しております

法人後見支援員という、区民後見人の後見

活動メンバーの方々に御協力いただきなが

ら、ケースに携わっていただいて、いずれ

リレーしていくというようなルートで、今

ケースを動かしているところが幾つかあり

ますので、またその辺も区長申立ての件数

にも上がってくるかなと思います。 

 以上です。 

○八杖会長 
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 ありがとうございます。 

○関根権利擁護推進係長 

 すみません、よろしいでしょうか。私も

４月から着任してまだ半年弱なのですが、

本人でも親族でも申し立てることができな

いので「首長申立て」という最後の砦のよ

うなものの中で、そういうセーフティーネ

ット的な意味ではなく、件数を拡大する方

法として、首長申立てをやるというケース

について、何かほかの自治体で取組みのよ

うなものなどがありましたら教えていただ

きたいなと思ったのですが。 

○八杖会長 

 どこの自治体の取組みか忘れてしまいま

したが、お一人様支援のような形、今、首

長申立てで行われているケースは、その中

でも虐待の案件や困難な案件など、そうい

ったところで利用されているかと思います

けれども、それとは少し別に、御親族がい

ないというだけで、首長申立てをしていこ

うという動きもあると聞いています。 

 そういった場合、従来では本人申立てに

つなげようというやり方が多くて、結構本

人申立ては無理ではないかなというケース

を、区長申立てができないということでや

ってきた経緯もあるんですね。ですから、

そこを無理して本人申立てするのではなく

て、そういったケースについても区長申立

てでやっていこうというような考えもある

と聞いています。 

○関根権利擁護推進係長 

 困難事例として取り扱っているケースで

すが、何も「全て虐待です」という危機的

な状況ばかりだけではないです。高齢単身

者で、支援者不在で病院に入ってしまった

けど支払いができないとか、足立区はそう

いったケースも、困難事例として扱ってい

るので、さらにそれを膨らましていく方法

はないか、区長申立て件数につながる方法

はないかというのは、これから模索してい

く必要があると思います。 

○八杖会長 

 恐らく、困難ケースの検討会に上がって

きているケースというのは、私の感覚だ

と、限られたケースであるように思ってい

るんですね。ですから、そもそも困難ケー

スという名前が付いているところからそう

なってしまうのかもしれませんが、現場で

は、もっと成年後見制度につなげたいと思

っているケースというのがあると思ってい

て、その辺りを拾い上げることができれ

ば、おっしゃるとおりなのかなとは思いま

すけれども。 

○関根権利擁護推進係長 

 わかりました。ありがとうございます。 

○八杖会長 

 議題（１）はほかにも御報告いただいて

おりまして、法律相談会の話であるとか、

それからケアマネさん向けの研修の話であ

るとか、司法書士さんの無料相談会と、あ

とは親族のための成年後見制度講座のお話

もございましたが、この点、何かございま

すか。よろしいですか。 

 これから実施するものは、広報をしっか

りとしていただいたほうがいいような気が

しますので。 

○関根権利擁護推進係長 

 はい。すみません、８ページ、９ページ

の１０月３０日の無料相談会に関しまして

は、９月２５日号の「あだち広報」に掲載

予定で、原稿は提出しております。 

 １１ページの１１月２９日の親族のため

の成年後見制度講座も、１０月２５日号の

「あだち広報」に載せる予定で、原稿は２

か月前に締切りですので、既に提出してあ

ります。掲載予定です。 



【 公 開 用 】 

 

- 10 - 

 

○八杖会長 

 せっかくの機会ですから、たくさんの方

に来ていただけるといいと思います。 

 それから、何となく周知ということで、

やることに意義があることは間違いないの

ですが、実施した後に、それをどのように

制度に結びつけていくかというところもア

ンケートの分析や御相談に来られた方のフ

ォローなど、そういったことも少し意識し

ていただくとよろしいのではないかと思い

ます。 

 では、議題（１）はそんなところでよろ

しいでしょうか。 

 では、続きまして議題（２）、「区にお

ける成年後見制度利用促進の取組等につい

て」。この点について、事務局のほうから

御説明をお願いします。 

○関根権利擁護推進係長 

 権利擁護推進係の関根です。 

 議事資料の１４ページをめくっていただ

きますと、「中核機関と地域連携ネットワ

ーク協議会について」というのがありまし

て、前回の審査会での中核機関の位置づけ

や周知などがなされていないのではないか

という御指摘をいただきまして、そちらを

受けて、今回の報告とさせていただきま

す。 

 中核機関は、御存じのとおり、権利擁護

支援の地域連携ネットワークの核となると

ころで、適切なチーム支援を行い、コーデ

ィネーターとなる機関で、担う役割として

は、①、②、③にあるとおり、司令塔機

能、事務局機能、進行管理機能とありま

す。区と権利擁護センターあだちさんで役

割分担をするということで、①と②のほう

は足立区が担い、③の部分を権利擁護セン

ターあだちさんのほうが担うという形で、

中核機関の名前としては足立区に存して、

区民支援の部分を推進機関である権利擁護

センターあだちさんが行うということで

す。 

 もちろん明確にこのように場合分けでき

るものではありませんので、そのときに生

じることによって、情報共有等を図りなが

ら、一体的に運営していくということにし

ております。 

 地域連携ネットワーク協議会は、区で要

綱を設置しておりまして、正式名が「足立

区成年後見制度利用促進地域連携ネットワ

ーク協議会」とあるのですけれども、国の

基本計画で、「権利擁護支援の地域連携ネ

ットワーク」というのがあるのと、その地

域連携ネットワークを構成する「協議会」

「チーム」「中核機関」とある中で、少々

用語の齟齬があったりもします。受け取る

方によって、「地域連携ネットワーク」と

取られたり「協議会」と取られたりと。内

部でも、そういう事がありましたので、今

一度、整理しまして、「地域連携ネットワ

ークを構成する団体・機能に関すること」

とか要綱の文言を見ますと、国基本計画で

言うところの「協議会」としての位置づけ

に近いということで、「足立区地域連携ネ

ットワーク協議会」は、国基本計画でいえ

ば「協議会」としての立ち位置だというふ

うに認識しており、そのようにリリースも

しました。 

 「地域連携ネットワーク」と言うと、少

し用語が入り繰りになってしまって、どち

らを指しているのか不明確な部分がござい

ましたので、「権利擁護支援のネットワー

ク」、または、単に「ネットワーク」とい

たしまして、これが、いわゆる国基本計画

でいうところの「権利擁護支援のための地

域連携ネットワーク」の概念として捉える

としました。 
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 そちらの概念図が、１５ページにありま

して、こちらはホームページにも記載して

おります。協議会の部分をクローズアップ

すると、中核機関の事務局であるとか、推

進機関の位置づけですとか、今構成してい

るその関係諸機関のところがその図になっ

ています。こちらは、７月に権利擁護セン

ターあだちさんからも地域包括支援センタ

ーの連絡会にて御報告いただいたのと、ホ

ームページにもアップしましたし、後ほど

説明しますレターなどでも送信させていた

だきました。 

 めくっていただきまして、１６ページに

なります。前回の制度審査会でも申し上げ

たのですが、その協議会を７月２１日に開

催して、今回、推進機関さんの機能ですと

か、他の機関で行っている権利擁護支援の

業務というものを、相互に顔合わせして紹

介し合って、目詰まり解消に結びつくよう

な営みをしようと。その中で、広報、啓発

事業に力を入れるということで、広報部会

というのをやろうかと。 

 広報部会で、活動した成果として、各団

体が記事を寄稿したものを集約して、レタ

ーのようなものを、年度末までに発行した

り、また活動自体も含めて広報しようと、

内外に向けてホームページにアップした

り、関係部署にレターを置いていただいた

りというような活動をしようと考えており

ました。 

 そういった提案やイントロデュースをし

ようかと思ったのですが、先に（７）に移

りますが、緊急事態宣言があり、外部を入

れた大人数の会議開催というのが困難にな

りました。書面開催といった選択肢もあっ

たのですが、会長互選などの必要もある関

係で、書面開催には少々なじまないという

ことで、１０月２７日の午前に開催延期と

いう形になっております。 

 ８月に、後ほど説明しますレターをつく

り配信しました。こういったものを今後つ

くっていったり、紹介し合ったりしたらど

うですかという、たたき台の意味も込めて

います。区で作成したものを、これは、し

ばらくは不定期的にはなると思うのです

が、関係機関に配信しまして、そういった

ところで、広報・啓発のイメージをつくっ

ていただいた上で、広報部会としての成果

物ができればいいかと考えております。 

 １７、１８、１９ページは、その中核機

関設置に関してのホームページ掲載の写し

でございます。 

 ２０ページからは、そのニュースレター

として私が作成して、各関係機関に配信し

たものになります。２３ページまでです。 

 すみません、２４、２５ページが、系統

が違う話になりますので、まず取組みの一

つとしての中核機関と地域連携ネットワー

クの説明はここまでとさせていただきま

す。よろしくお願いします。 

○八杖会長 

 では、一旦、ここでとめます。今、地域

連携ネットワーク協議会や中核機関といっ

た御説明をいただきました。 

 今までの御説明の中で、皆さんから御意

見や御質問をいただければと思いますけれ

ども、いかがでしょうか。 

 まず、「地域連携ネットワーク協議会」

と「ネットワーク」の位置づけをしっかり

整理いただいたということで御説明があり

ました。 

 それから、１回目の協議会が７月開催だ

ったのが、延期して１０月になってしまっ

たとの御報告と、一応創刊０号ということ

のニュースレターを自治体で作成いただい

て、関係者の方に配信されたという御報告
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をいただきました。 

 ですから、前回から特に動きがあったと

いうことではないということになりますか

ね。 

○関根権利擁護推進係長 

 そうです。はい。 

○八杖会長 

 この点について、何かございますか。矢

頭委員、お願いします。 

○矢頭副会長 

 矢頭です。まず、中核機関の設置を広報

いただいたこと、よかったと思います。そ

して、このニュースレターを今後発行して

いくということは、今後、地道な広報活

動、情報提供のツールとして非常に有効で

はないかということだと思いますので、何

を提供していくかというのは今後の課題に

なるかと思いますが、その対象に合わせて

有意な情報を順次提供していっていただけ

ればと思います。 

 そして、地域連携ネットワーク協議会に

ついて、延期がされていて、事務局として

も開催に苦慮されているという御苦労は私

たちも共有するところなんですけれども、

変異株等の状況によって長期化することも

言われていることから、今後は何らかの形

でこの協議会が開催されることを検討して

いく必要があるのではないかと。 

 例えば、一つはリモート開催というやり

方ということ。もう一つは、この審査会は

開かれていて協議会は開催しないという、

この辺の整合性をどのようにつくると通る

のかという問題も含めて整理をしていただ

く必要もあるのかと思います。恐らく、大

人数になるというところが懸念されている

ところかと思いますけれども、ある程度人

数を絞ったり、代表者を絞ったり、全体会

議をネットワークでやり、小さい会議は面

談もしくは希望制でやったりするなど、そ

ういったやり方は今後検討していく必要が

あるのではないかと思います。これだけ長

い間コロナ、ウィズコロナというところの

中で、皆さん御苦労されてやられているの

で、ここで止めてしまうのではなく、何ら

かの形で開催されるように御検討いただけ

れば良いと思います。 

 以上です。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。何か今の意見に

ついて、御説明や御質問等がございました

らお願いしたいと思いますけれども、自治

体、社協さんからどうでしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 まず、制度審査会を開催して協議会は延

期している件につきまして、会議体に優劣

をつけるものではないのですが、今回、区

民後見人の選考があったのと、条例設置の

附属機関という制度審査会の位置づけがあ

ったので、今回の制度審査会については開

催する運びになっています。 

 協議会は、情報交換会的な、要綱設置の

会議体で、附属機関ではないというところ

もあるのと、あと一番は、やはり人数で

す。協議会は参加する人数を入れて、収容

定員の５０％の数にできなかったというの

があるので、やはり見送りという形に今回

させていただきました。 

 会議の客観的、物理的な要因としては、

以上になります。よろしくお願いします。 

○八杖会長 

 ほか、ございますか。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 先ほど矢頭先生がおっしゃられたよう

に、オンラインでやるという方法も今後は

やはり必要なのかなというようなところが

あって、特にオンラインでリアルタイムで
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行う際の、実際のツールや機器などが準備

できるかどうかというところも課題として

はあると思うのですが、権利擁護センター

でも、やはり昨年度から全くできていなか

った後見人連絡会などについても、さすが

にもう丸々２年やらないのは駄目だろうと

いうところで、取りあえずオンラインで年

内に１回、年明け、年度内にもう１回とい

う形で、オンラインで実施する予定を立て

てはいるところなので、そういった形で、

１回目はまずオンラインでやってみて、そ

の後、人数を絞った形で、例えば広報部会

みたいな人数が絞られたものについては対

面で行うことができるかどうかというよう

な形でやるというのも一つの方法だとは思

いますので、検討できればと思います。 

○関根権利擁護推進係長 

 庁外委員の方だけであれば、リモート対

応できますが、こちらの都合で本当に申し

訳ないのですけれども、ウェブ会議では庁

内委員である管理職や事務局を一同に集め

る様態になってしまうので、今、そういっ

たデバイス数も環境も、すごく限られたと

ころにしかない状況があります。その辺も

整えながら、今後、このウイルスの状況と

いうのは、多分年単位で続いていくのかと

は思われますので、やり方というのを工夫

していかなければいけないと思っていま

す。 

○八杖会長 

 そうですね。ぜひ新しい時代に応じた工

夫をしていただきたいと思います。 

 私もいろいろなオンライン会議などに参

加していますが、意外と議論ができます

ね。思っていた以上に議論ができることが

多いということも感じていますし、日頃あ

まりお話をいただかない方にもお話しいた

だけるようなことも多くて、そういった意

味では、オンラインをどのように活用して

いったらいいのかということをもっと検討

してみてもいいのではないかと思いまし

た。 

 それから、すみません、１点質問です。

中核機関の広報をホームページでしていた

だいたということかと思いますが、足立区

はリーフレットなどはつくらないのでしょ

うか。「成年後見制度の御相談はこちら

へ」といった感じで。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 権利擁護センターあだちで発行している

成年後見制度に関する制度概要を載せたパ

ンフレットはございます。 

○八杖会長 

 そちらは改定しないのでしょうか。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 改定もしたいと考えているところです。 

○八杖会長 

 やはり、区民の方からすると、窓口が統

一されたことが分かりやすくなりますし、

それを使ってどんどん広報していただくの

がいいと思うので。 

○山本権利擁護センターあだち課長 

 今存在しているものについては、かなり

昔につくられたものを増刷しているところ

で、被後見人の選挙権の法改正があったこ

ととかも、上からシールを張って修正して

いる状態なので、ちょっとそれは新しく早

急にしていくとともに、今のパンフレット

の中身、内容というのが、申し立てする

人、あるいは関係機関向けの内容になって

いるので、これから後見人がつく御本人向

けの内容のもの、例えばルビを振ったりと

か平仮名表記をしたりとかと、そういった

形の内容のパンフレットも別に必要なのか

なというふうなことは、ちょっと内部で考

えていて、そういったものも広報部会の中
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で少し、特に知的とか精神の障がいをお持

ちの方の読みやすさというのはどんなもの

かというようなものは、それぞれの相談支

援機関の方々がいろいろなお知恵を持って

いらっしゃると思いますので、そういった

ところでお知恵をいただきながら、そうい

った本人向けのリーフレットのようなもの

もつくれたらいいとは今考えているところ

です。 

○八杖会長 

 意思決定支援の問題なども、ここ数年で

一気に皆さんが知るところとなったという

こともありますので、ぜひ改定をしていた

だきたいと思いますし、そのためには、広

報部会を動かさないと、なかなか前に進ま

ないということになるでしょうから、先ほ

どのお話にもありましたが、できるだけ動

くような形で、御検討いただければと思い

ます。 

○大輪委員 

 よろしいでしょうか。 

○八杖会長 

 大輪委員、お願いします。 

○大輪委員 

 御参考になるかどうかは分かりません

が、ネットワークのイメージ図ができた中

で、実際にそれぞれの専門職としてどのよ

うな団体がそこに参加しているのかとい

う、その具体的な紹介を、専門職団体の紹

介や、このネットワークに直接参加してい

る具体的な団体の紹介などがあると、地域

の方には、こういうところの方がこのネッ

トワークの中に参加しているのかなという

ようにイメージがつきやすくなるかと思い

ます。 

 例えば、ぱあとなあ東京も、先ほど東京

社会福祉士会とぱあとなあ東京との関係は

どうなのかというような御質問がありまし

たが、そういったことも含めて、少し紹介

というような記事があると、連携ネットワ

ークのイメージがつかみやすくなるのでは

ないかと感じます。 

○関根権利擁護推進係長 

 ありがとうございます。早速レターなど

に、そういったことも取り入れていきたい

と思いました。ありがとうございます。 

○八杖会長 

 ニュースレターに。 

○関根権利擁護推進係長 

 ニュースレターなどでもいいのかと思い

ます。 

○八杖会長 

 ほかの自治体でもやはり、「専門職って

何をやっているの？」ということをよく知

らない方々も多く、専門職はこういった業

務をしていますとか、あるいは、専門職で

後見人になっているのはこういう方で、こ

のように選ばれていますといったことを情

報提供すると、「ああ、そうなんですね。

全然知りませんでした」というような反響

が結構あります。 

 ですから、そこは地域に参加している専

門職団体も、もっと自分たちの情報を提供

していくという、そういう意識を持ってこ

のネットワークに参加していただくと、よ

りよい効果が生まれるのではないかなと思

います。 

○関根権利擁護推進係長 

 ありがとうございます。 

○八杖会長 

 はい、お願いします。 

○高野西部福祉課長 

 西部福祉課です。あまり内部で知らない

ということも、私自身よくないのかなと思

いますが、今、八杖会長からお話があった

ように、待っているだけではなくて、こち
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らから言っていく、攻めていくという形も

あって、今回、事務局の関根さんが頑張っ

ていただいて、このニュースレター創刊と

いうのを出してもらってますよね。権利擁

護センター、支援を必要とする区民がこれ

から増えていくということで、これも今回

０号として、パイロット版ということで発

行されていいますけれども、これは、定期

的にどのサイクルで出していって、こうい

う語彙の説明とか会の内容とか非常に参考

になるものなんですけれども、どういった

ところに配布されたり、ネットで調べると

出てくるとか、区民がどの程度こういった

情報がキャッチできるような形になるの

か、内部で本当は知らなければいけないん

でしょうけれども、少し教えていただけま

すでしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 今回のレターに関しては、いずれ広報部

会を動かすに当たって、何もないところか

ら発生的にするのもいかがなものだろうと

いうところがありまして、たたき台みたい

なものです。今回出したものはこの協議会

を構成している団体宛に配信したものでご

ざいます。 

○高野西部福祉課長 

 団体に配付される。 

○関根権利擁護推進係長 

 はい。団体の代表者で名簿があるのです

けれども、そちらの方々に、例えば消費者

センターとか地域包括支援センターとか、

金融機関、医師会ですとか、障がいの施設

の担当者の方とかのリストに全員配信させ

ていただいたので、すみません、定期刊行

するというスキームに今はなっていませ

ん。ないので、今回は本当にたたき台みた

いな形で、ちょっと取り急ぎ創刊という形

でさせていただきました。この体裁でいい

のかどうかもまだ議論の余地があると思う

のですけれども、取りあえず今は、最低

限、協議会を構成している内外の団体に、

ないしは人に対してリリースしたものでご

ざいます。 

○高野西部福祉課長 

 今、消費者センターというお話もありま

したけれども、そこの団体に対して、５団

体、６団体あったかと思いますけれども、

それプラス、全体では何件ぐらいで、また

これは、定期的にどういうタイミングで発

行していこうという、そんな予定があるん

でしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 漠然と考えているのですが、月１回出せ

ればいいかなと。 

○高野西部福祉課長 

 月に１回って、大変な作業だと思います

けどもね。 

○関根権利擁護推進係長 

 そうですね。出せればいいかなという個

人の願望ですが。 

 今回、完全に個人プレーでやってしまい

ました。こういうのがあって、皆さんがこ

れによって、何かこう盛り上がって、「う

ちの紹介をしてほしい」など、先ほどあっ

た専門職団体さんのようなリアクションが

あればいいかなという一助として出したも

のです。そういうわけで、今のところ、定

期的に何月何日刊行しますというものでは

ないです。 

○高野西部福祉課長 

 定期的な刊行ではないんですね。 

○関根権利擁護推進係長 

 はい。 

○高野西部福祉課長 

 こういうものがあると、とてもいいと思

ったので、少し話をさせてもらいました。
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お疲れさまです。単調な文と書いてありま

すが、読んでいて分かりやすいと思いまし

た。 

○関根権利擁護推進係長 

 ありがとうございます。 

○八杖会長 

 やはり、これから立ち上げられる広報部

会で、そういった誰に向けて届けるのか、

どれくらいの頻度で出すのかということも

御検討いただければと思います。 

また、ほかの自治体でもこういったニュ

ースレターを出しているところは幾つも出

てきていますから、主にどのような活用を

しているのか、少しリサーチしていただく

のが良いかと思います。ただ、月１回発行

というのは大変なことになりそうな気がし

ますが。 

○関根権利擁護推進係長 

 すみません、訂正いたします。月１回

は、過剰に言ってしまいました。あくまで

不定期です。謹んで訂正します。 

○八杖会長 

 これをつくるのが目的のようになっても

いけないと思いますので、いろいろ情報収

集をしつつ、どちらかの段階で少しずつ出

していただければいいと思います。 

○関根権利擁護推進係長 

 今補足していただいたとおり、いきなり

広報部会をやっても、プロセスが分からな

いと、先ほども言いましたが「地域連携ネ

ットワーク」と「協議会」を混同したり、

そもそも知らなかったりしている中で、い

きなり「地域連携ネットワーク協議会」と

いう権利擁護支援の営みをやりますよ、と

言っても、混乱を招くだけだと思いまし

た。例えば、専門職三士会の方々であれ

ば、ある程度整理ができていると思うので

すけれども、新たに参加される金融機関さ

んですとか障がい関係のところですと、全

く分からないところから始めるのも困惑す

るだけなので、一応整理の意味として、こ

ういう情報を小出しにというか、順序立て

て提供することによって、スムーズに動け

ればいいかなという形で出したところで

す。 

○高野西部福祉課長 

 必要な人に必要な情報が発信できるよう

な形でやっていっていただくということ

で、今後よろしくお願いします。 

○八杖会長 

 よろしいですかね。すみません、時間の

関係もございまして、今までの説明につい

ては以上とさせていただきたいと思いま

す。 

 それで、出席委員の先生方の時間の関係

がございまして、もし先にできるのであれ

ば、個別案件を先にさせていただき、個別

案件が終わってから、もう一度、時間が許

す委員の皆さんから、議題（２）の残りの

ところの御意見を伺うということに変更さ

せていただきたいと思うんですが、事務局

いかがでしょうか。可能でしょうか。 

○関根権利擁護推進係長 

 はい、大丈夫です。 

○八杖会長 

 よろしいですか。そうしましたら、大変

申し訳ございませんが、先に個別案件をさ

せていただきますので、傍聴人の方は御退

室いただいて、個別案件が終わりました

ら、もしお残りであれば、お声がけをして

いただいて、また傍聴可能だということだ

けお伝えいただけますでしょうか。すみま

せん。 

（傍聴人退室） 

（議題３の質疑は非公開） 
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○八杖会長 

 では、１６時に終了することを目標にし

て、残り１５分間、議題（２）の続きにし

たいと思いますので、エンディングノート

の件、御説明をお願いします。 

○関根権利擁護推進係長 

 成年後見制度審査会になじむかなじまな

いか、定かではないのですけれども、成年

後見制度利用促進の中には、必ず老い支度

ですとか意思決定というのが出てくるとい

う中で、高齢福祉課としても、エンディン

グノートというものが所管事務にありま

す。エンディングノートの改定を、今、作

業としてやっと方向性が定まったぐらいの

ところなので、先ほどみたいなレターなど

ができているというものではないんですけ

れども、区長へのコンセプトの説明も終わ

って、最終的には、２５ページの下にある

とおり、成年後見をはじめとした、権利擁

護支援に結びつくようなツールにできれば

いいかなと考えています。現行のエンディ

ングノートが、平成２７年に発行した「老

い支度読本」という、老い支度に関するこ

と、健康の話ですとか、備えの話ですと

か、住まいの話ですとか、全般について編

纂した冊子の中の巻末に、「人生のことの

部分」というのがあって、そちらを抜き出

して再編さんして、「エンディングノー

ト」と銘打ったものが、今現行配布してい

るものでございます。 

 当時つくられたものなので、例えばメー

ルアドレスやＳＮＳ、ネット証券とかは書

くところがなかったり、市販のエンディン

グノートを見ると書いてあるような欄がな

かったりするので、時代に少し乖離してき

ているのではないか、ということは方々か

ら指摘があります。さらに地域包括ケアビ

ジョンに基づく事業の中で、「エンディン

グノートの活用促進による終活の啓発」と

いうのが銘打たれておりまして、従来、

「老い支度教室」などでエンディングノー

トの配布はしておりましたが、そこからさ

らに介護予防教室などでもエンディングノ

ートを配布して、老いを迎えるための終活

の啓発などのきっかけづくりを、一段階進

んで行っています。そのような取組みもあ

り、エンディングノートの配布のオーダー

も活発になっております。 

 見直しをはじめている中で、区として

は、昨今話題になっている「人生会議」な

ど、そういったところにも利用できて、さ

らに我々がやっているような、この成年後

見利用制度の促進をはじめとした権利擁護

支援というところに結びつけるような時代

に沿ったものというのはどういうものなの

だろうということで、専門委員の方に、最

近のトレンドですとか、こういう項目があ

ると、周囲なり本人の意思を確認する一助

になる、というものがあれば教えていただ

きたいと思った次第でございます。 

○八杖会長 

 ありがとうございます。この審査会との

関係という点で、いま一つマッチしている

のかというところはありますが、確かに老

い支度の内容としては、任意後見が入って

いたり、成年後見制度への連携というよう

なこともテーマになっていたり、親亡き後

の問題などもありますので、この場で少し

御意見をいただきたいということでした。 

 現在のエンディングノートが、参考資料

として配付をいただいているものです。 

○関根権利擁護推進係長 

 ４ページまでが現行の、区で配布してい

ますエンディングノートで、５ページ以降

は、東京都のＡＣＰノートの書き込み編の

ほうになっています。 
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○八杖会長 

 今のトレンドがどのような内容であるの

かということ、また、ほかの自治体ではど

うしているかといったことについて情報提

供があればお願いしたいとのことですが、

大輪委員、何かございますか。 

○大輪委員 

 しっかりと拝見してなくて何とも申し上

げづらいのですが、先ほど言いましたよう

に、ネットバンキングなどいろいろな形

で、通帳がない預金というのがごく当たり

前になっている中で、やはりそういったこ

とをきちんと残せるページというのが必要

になってくるだろうというのは常に感じて

います。 

○八杖会長 

 エンディングノートなので、自分が将来

亡くなることを見据えて、何を準備してい

ったらいいかというのが趣旨かと思いま

す。 

 そうすると、幾つかの制度を踏まえて、

その知識を持って書いていければ一番いい

のですが、今、大輪委員からもお話があっ

たように、財産が多様化しているから、そ

の財産をどうしていったらいいのかという

ことも、成年後見制度も含めて財産管理の

問題として一つ大きいテーマになるかと思

います。 

 それから、今日配布もしていただきまし

たように、事前指示書やＡＣＰ、人生会議

など、自分や家族に何かがあったときのた

めにどうしたいか。コロナで多くの方が突

然入院して、人工呼吸器などを付け、自分

でも分からないうちに亡くなってしまうと

いうようなことも増えてきている中、やは

り自分はどうしたいかということをエンデ

ィングノートのようなものに記しておくと

いうことは重要だということも一つのテー

マですね。 

 これからの人生、財産の管理をどうしよ

うとか、事前指示をどうしようかとか、あ

とは住まいの問題も結構言われますよね。

自宅でずっと最後まで生活をしたいのか。

もし施設だったら、こういうところを希望

するとか、いろいろなお考えがあると思い

ますから、それをしっかり記しておく。住

まいも含めた日常生活をどうしていきたい

かというところも項目に入れていくという

ことがあるのだと思います。 

 今３点ぐらい申し上げましたけれども、

そういった生前のことを、まずどうするの

か、それがエンディングノートに書いたほ

うがいいのではないかと世の中で言われて

いることとか、あとは実際には、やはり亡

くなったときの死後事務の話を書いている

ことが多いですね。葬儀をどうしようかと

か、どこに埋葬してほしいとか、自分の宗

教はこうだからこうしてほしいとか、いろ

いろな御希望があると思いますから、それ

についてもエンディングノートは広く記載

をしているようなことがあります。 

 それとすみません、先ほど生前のことで

抜かしてしまいましたけど、自分にとって

心配な家族、親亡き後の問題なども大きい

テーマで、どのような希望を持っているの

かということをエンディングノートでしっ

かり書いていこうというような動きもあり

ますね。病気の配偶者であったり、障がい

のあるお子さんであったり、そういったこ

とを決めていこうと。 

 最後は財産の承継の問題で、遺言の話に

なりますけれど、それをエンディングノー

トに書いても遺言にはならないと思うので

すが、対象・テーマとしては一応入ってく

るといった感じかと思います。 

 ほかの自治体で、空き家問題などを入れ
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ているところも最近多いですね。空き家に

なってしまうと、それをどうしたらいいの

かということを事前に決めていこうと。 

 それで、この審査会との関係でいくと、

結局、足立区における成年後見制度の利用

促進を、対象者をどこまで広げていこうか

という議論と少し関係してくるように思う

んです。判断能力を失ってしまったりとか

低下してしまったり、今困っている方とい

うのを中心に今まで検討してきたと思うの

ですが、それをもう少し広げて、将来そう

いった問題に関わる人たちまでも対象にし

ていこうかということですね。この点を少

し足立区として議論していただく必要があ

るかと思います。 

 そういった将来のところまで成年後見の

利用促進に入れていこうということになる

のであれば、やはりこのエンディングノー

トをどうするのかというのも、中核機関な

ども関わって、利用促進の観点なども含め

て検討していくということになるのではな

いかと。 

 そのため、今日はまだそんな議論はでき

ないかと思いますけれど、足立区の新しい

一つのテーマとして、そういった方々も含

めて考えるかどうかというところを検討さ

れたらどうかと思います。 

 ほかの自治体でも、やはり同じような発

想で、含めて検討しているところと別に検

討しようというところと２つに分かれてい

るように思います。理想的には含めて検討

していけるほうがいいような気もしますけ

れど、現在は独自の計画もつくられていな

くて、何年後にどうなっていくみたいなこ

とがしっかり検討されていない状況だと思

うので、今何でもかんでも入れてしまう

と、結構難しくて大変だという気もしま

す。しっかり計画をつくっていく中で、今

のようなことを御検討されたらどうかと思

っております。 

一応、私が知っていることはお伝えしま

したけれども、大輪委員、何か補足があれ

ば。 

○大輪委員 

 補足は特にありませんが、基本的にエン

ディングノートを書く中で、自分のこれか

らを考えるという意味では持っているカー

ドの整理などをしながら、書く中でつたえ

ていくという、ある意味、指示書であって

いいなというようにも思います。また、せ

っかく見直すのであれば、新しい動向など

もふまえて、例えば意思決定支援が成年後

見制度の中心になりますよというようなこ

となどもしっかり書いていただくというこ

と。さらに、自筆証書遺言書は、自筆証書

遺言書保管制度によって運用が変わったの

で、皆さんも書いてみましょうというよう

な働きかけができるものであってほしいと

思います。自分のこれからについて、何か

方向性が見えてくるようなものになってほ

しいと思います。 

○八杖会長 

 今は、障がいのあるお子さんをお持ちの

お父さん、お母さんは、家族信託というも

のにも大変関心を持って、研究を進めてい

らっしゃるというので、家族信託などもテ

ーマに入ってくるかもしれませんね。 

○関根権利擁護推進係長 

 ありがとうございます。 

○八杖会長 

 議事録にしなくてもいいので、ざっくば

らんに何か意見交換などできればと思いま

すけど、いかがですか。 

 やはり、老い支度系も権利擁護支援の中

に入れていったほうがいいですかね。どう

ですか。 
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○山本権利擁護センターあだち課長 

 権利擁護センターで、もう始まって大分

たつのですが、社協独自でやっている「高

齢者あんしん生活支援事業」という事業を

実施しており、老い支度に備えてというこ

とで、こちらの３ページに書いてあるよう

な中身を全て御自身でお決めいただいた上

で、社協が保証人の機能を担っていくとい

う内容の事業をやっているんですけれど

も、やはり自分が死に向かっていくという

言い方は変ですけれども、亡くなったとき

にどうするかとか、病院に入院したときに

どのような意向をあらかじめ持っておくか

ということを考えるというのは、本人にと

って結構時間かかるし、なかなか決め切れ

なくて、契約の準備だけで、半年、１年と

かけて、ようやくこの事業を利用されると

いう方もいらっしゃると思うので、やは

り、まだこういった部分を真剣に、こうい

った事柄と向き合っていくという感覚が、

まだ全然広がってないのかなというのは、

相談を受けながら感じるところがありま

す。やはりこういったもので、もう少し分

かりやすく身近に向き合えるようなツール

があると、その辺もスムーズに考えられる

ような世の中になっていくのかなと思いま

すので、いいものができるといいと思いま

す。 

○八杖会長 

 そうですね。やはりツールをつくるので

あれば、その次に、つくったツールを実現

できるお手伝いができるような、そういっ

た整備も必要なのではないかと思います。 

 今、社協さんの事業があるけれど、希望

する人があまりに多くなってしまうとやっ

ていけないということになっていくでしょ

うし、そうしますと、専門職との連携で同

じことができないかとかいうような考えを

検討することになるでしょうし、やはり何

かツールだけつくるということだと、「じ

ゃあ、これ、どうしたらいいの？」という

ことが、次に区民から問われるような気も

して、そういった点も配慮できればいいの

ではないかと思います。 

 それから、やはりそのツールに乗っかっ

てくる事業者さんたちも多くいるので、そ

こがいいところなのか悪いところなのかと

いうところ、それも併せて知ってもらわな

ければいけないということを考えると、ツ

ールの周知の仕方、単に「ツールができた

ので使ってください」というだけではなく

て、やはり「一緒に勉強していきましょ

う」というような研修や勉強会をセットに

していくなど、何かそういったことも必要

になってくるかと思います。 

○大輪委員 

 別の権利擁護センターの会議では、身元

保証のサービスを民間事業者がどんどん立

ち上げているということで、身元保証とこ

のエンディングノートがセットになって宣

伝されているようです。それなので、やは

り先生がおっしゃるとおり、使い方や一緒

に学習するなどの機会の提供というのがと

ても大事になってくるように思います。 

○八杖会長 

 そうしますと、それなりの検討、どのよ

うにエンディングノートを事業として実施

していくのかということを深く考えていた

だきたいと思いますので、無理矢理完成さ

せるのではなくて、しっかりと検討できる

といいのではないかと思います。 

○関根権利擁護推進係長 

 しっかり検討していきたいと思います。 

○八杖会長 

 ワーキングなどをつくってやってもいい

かもしれないですね。 
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○関根権利擁護推進係長 

 了解しました。ありがとうございます。 

○八杖会長 

 皆さんから何か御質問とか御意見があっ

たらと思いますけれど。よろしいですか。 

 では、議事としては以上かと思いますの

で、事務局から次回の日程について御説明

をお願いします。 

○関根権利擁護推進係長 

 大きな議題の２になります。次回の日程

につきまして決定いたしましたので、御報

告させていただきます。第３回が、本年１

２月１５日、水曜日、午前１０時からで、

場所は足立区役所８階の災害対策本部室

（特別会議室）になります。 

 第４回が、年明けまして、令和４年２月

２４日、木曜日の午前１０時からになりま

す。こちらも同じく８階の災害対策本部室

でございます。 

 以上です。 

○八杖会長 

 ありがとうございました。 

 では、以上をもちまして、本日の議事は

全て終了いたしました。本日も延長してし

まいまして、大変申し訳ございませんでし

た。 

 議事録につきましては、事務局に作成い

ただきまして、各委員への確認をお願いし

たいと思います。 

 以上をもちまして、審査会を終了させて

いただきます。本日もありがとうございま

した。 

 

（ 閉 会 ） 


